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モデル仕様
1. 外出から帰宅後の家庭内接触感染リスク可視化

外出時に⼿や持ち物に付着したウイルスが、⾃宅のさまざまなアイテムに伝播していく状態を再現するモデル。⾃宅療養中
の家族がいた場合の感染リスクについても可視化が可能。

2. 使⽤データ
ライオン株式会社が調査した約100件の帰宅後⾏動調査から、場所、⾏動、接触物のデータを抽出し、⾏動履歴表、⾏動確
率表、接触確率表、訪問回数表、接触回表、停⽌条件表などを作成。
ウイルス実験室実験での、⾶沫接触後のウイルス伝播率を測定した、素材伝播率表を作成。

3. 家庭内接触感染リスク可視化エージェントベースモデル
レイアウト⾃動作成機能により、複数の間取りを設定し、作成した確率表に基づいて
⾏動するエージェントが、家庭内接触⾏動を繰り返し実施し、付着したウイルス量を
から感染リスクを推定する。



モデル設定
• ウイルス伝播率

• 乾燥状態ウイルス
• 「汚染表⾯→肌(モデル⽪膚)」「肌(モデル⽪膚) →汚染表

⾯」を表⾯材質ごとにインフルエンザウイルスで実験測定
• 表⾯材質

• ステンレス、ポリプロピレ、陶器、⽊材（化粧板）
段ボール、壁紙、モデル⽪膚、綿⾦⼱

• 接触物と材質
• 呼び鈴（ポリプロピレン）、⾨扉（ステンレス）

外出着（綿布）など207種
• 肌接触⾯の割合は100%と仮定

• ⾏動動線
• 世帯構成、住宅形態（集合住宅、⼀⼾建て）、間取り、パネル

属性（20代⼥性など）で分類
• 訪問場所（⽞関、リビングなど）、訪問回数、訪問順序
• 場所・接触物（鍵、ドアノブ、照明スイッチなど）
• 訪問確率、条件付き訪問確率、場所ごとの接触順番・接触数な

どを分析



実験結果
• 外出から帰宅後の家庭内接触感染リスク可視化

取得したデータから作成した合成ペルソナが、帰宅後に確率的に移動⾏動と接触⾏動を⾏い、外出時に⼿や持ち物に付着したウイル
スが、⾃宅のアイテムに伝播していく状態を再現し、その接触物を観測した。

• 試⾏結果
帰宅後30分以内のウイルス付着接触物（最⼤リスク）は，⽞関周りやキッチンなど広範に確認された。



実験結果
• 試⾏結果 乾燥ウイルス

ウイルス付着量平均の上位は、正⾨（エントランス）_郵便物・宅配物、⽞関内_消毒剤，⽞関外_テンキー，⽞関内_カバン・買
い物袋，⽞関内_鍵，キッチン_スマートフォン，⽞関内_ドアノブなどであった。
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まとめ
1. 外出から帰宅後の家庭内接触感染リスクを可視化した。

2. ウイルス付着量の⼤多数は、正⾨（エントランス）・⽞関付近のものに集中
している。

3. 特に、正⾨（エントランス）_郵便物・宅配物、⽞関内_消毒剤，⽞関外_テ
ンキー，⽞関内_カバン・買い物袋などが⾼リスクとなった。

4. 正⾨（エントランス）・⽞関に⼊る前（鍵・郵便受けなどを触れる前）の⼿
の洗浄、外での接触頻度が⾼い買い物袋・スマートフォンなどの洗浄が、リ
スク低減となることを⽰唆している。

5. レイアウト内⾏動パターンや接触⾯割合などの精緻化を今後進める予定。


